
＜共著論文 掲載のお知らせ＞

ペロブスカイト太陽電池向け高機能材料を開発

　保土谷化学は、ペロブスカイト太陽電池向けの高機能材料の開発に取り組んでいます。この度、      
保土谷化学と桐蔭横浜大学の柴山直之専任講師、宮坂力教授、韓京国立大学校のキム ギュミン 
准教授らとの共同研究において、ペロブスカイト太陽電池の変換効率と耐久性を向上させることが　　
期待される正孔輸送材料を開発しました。今後、さらなる技術開発を通じ、ペロブスカイト太陽電池の
普及に貢献してまいります。

　なお、本材料の研究成果は、著名な米国の出版社Wileyが発行する学術誌「Advanced Energy & 
Sustainability Research」に掲載されました。
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